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序論：世界のAI覇権構造の変容と第三極としての「デジタル主
権」の台頭 
人工知能（AI）技術は、単なる産業革命を超え、国家の経済安全保障、文化的アイデンティティの維
持、そして地政学的影響力を左右する最重要インフラへと変貌を遂げた。2024年から2026年にかけ
てのグローバルAI市場は、依然として米国を中心とする一部の巨大テクノロジー企業による寡占状
態が続いている。2025年における世界のAIスタートアップ資金調達額の約79％（約1,590億ドル）は
米国企業に集中しており、OpenAIやAnthropicといった米国の主要AI企業が巨額の資金調達と歴
史的な評価額を記録していることからも、その圧倒的な資本力と計算資源の優位性は揺るぎない1。

このようなAI開発における米国の独占状態は、基盤モデルが反映する倫理的価値観や文化的コン
テキストが「アメリカナイズ」されるリスクを内包しており、非アメリカ的な視点（欧州、日本、中東、そ

の他の地域社会）に対するアルゴリズムのバイアスや、外国のプラットフォームへの過度な依存が国

際的な懸念事項として浮上している2。 

こうした米中を中心とするテクノロジー覇権に対する強力なカウンターウェイトとして浮上しているの

が、フランス発のAIスタートアップ「Mistral AI（ミストラルAI）」である。同社は設立からわずかな期間
で評価額2.2兆円（約140億ドル以上）に到達し、欧州における「デジタル主権（Digital Sovereignty）」
の象徴として独自の地位を確立した4。本報告書は、Mistral AIが掲げる「非アメリカ（Non-American
）」戦略のメカニズムと実態、そしてその構造的限界を深掘りするとともに、同様に独自のAIエコシス
テム構築を目指す日本の国家戦略とを比較分析する。ハードロー（厳格な法規制）とトップダウンの

主権確保を志向するフランス（および欧州連合）と、ソフトロー（柔軟なガイドライン）とイノベーション

の社会実装を志向する日本の対比を通じて、来るべき「多極化AI時代」における国家とテクノロジー
の最適解を提示する。 

Mistral AIの躍進と「非アメリカ」戦略の全貌 
Mistral AIの急激な評価額上昇と市場での存在感は、単に大規模言語モデル（LLM）のパラメータ数
やベンチマークスコアの優劣だけで説明できるものではない。同社の本質的な競争優位性は、その

「出自」と「地政学的なポジショニング」に深く根ざしている。 

「非アメリカ的アイデンティティ」のビジネスモデル化 
2026年1月のインタビューにおいて、Mistral AIのアーサー・メンシュ（Arthur Mensch）CEOは、「欧州
におけるMistral AIの競争優位性は、優れた技術そのものよりも、むしろその『非アメリカ的アイデン



ティティ』にある」と明言している5。欧州の政府機関や、金融、医療、インフラといった厳格な規制を受

ける産業界は、機密データが米国のサーバーを経由し、米国の法域（CLOUD法など）の適用を受け
るシリコンバレーのプラットフォームに依存することを強く警戒している。メンシュCEOは、組織が主
権、データ管理、シリコンバレーの主要プラットフォームからの独立を優先するにつれて、AI開発は多
極化し、世界中で地域的なプロバイダーが台頭すると予測している5。 

この「ユーロセントリック（欧州中心主義）なAI主権のヘッジ」としてのポジショニングは、Mistral AIに
ニッチかつ強固な規制市場へのアクセスをもたらした6。企業や政府がコンプライアンス要件を満た

すために、コントロール可能で、カスタマイズ可能で、ローカルで運用可能なAIシステムを求める中、
Mistral AIはその需要を独占的に吸収する受け皿として機能している5。 

政府機関・防衛産業との戦略的統合 
この非アメリカ戦略が最も顕著な成果を上げたのが、2026年1月9日に締結されたフランス軍事省（
Ministry of the Armed Forces）との包括的な枠組み協定である5。この契約により、Mistral AIは軍
事・防衛機関向けに特化したAIモデル、ソフトウェア、サービスを提供することとなった。これらのシス
テムは、完全にフランス国内で管理されるインフラストラクチャ上で稼働し、防衛特有の機密データを

用いてファインチューニングされる5。 

この動きの背景には、米国のAI企業（例えばOpenAI）が米国防総省（Department of Defense）との
統合を深めていることに対する国際的な警戒感がある7。海外のユーザーデータの監視や軍事目的

への転用を懸念する声が高まる中、中東の紛争地域など地政学的緊張の最前線にいるユーザーや

企業を中心に、「真に独立した、民主的で主権的なAI」を求める機運が高まっており、Mistral AIは欧
州で最も象徴的な主要プレイヤーの一つとして支持を集めている7。 

技術力とプロダクト展開の加速 
地政学的な強みに加え、Mistral AIはプロダクト開発においても急速な進化を遂げている。文書理解
モデルの「Mistral OCR（mistral-ocr-2505など）」を発表し、多様なドキュメントからテキスト、画像、
構造化データを抽出し、複雑な表やレイアウトを再構築してMarkdownや構造化JSON形式で出力
するエンタープライズ規模のシステムを展開している。また、モバイル向けのAIアシスタントアプリ「Le 
Chat」においては、アラブ首長国連邦（UAE）のG42の支援を受けるAIチップ企業Cerebras Systems
と提携し、1秒間に1,000単語を処理するという世界最速クラスの推論速度を実現し、コンシューマー
市場でもDeepSeekやChatGPTに対抗する構えを見せている8。さらに、分散推論（disaggregated 
inference）のプレプロダクションテストにおいてvLLMに影響を与えるメモリリークの調査とエンジニア
リングレポートを公開するなど、基盤モデルの堅牢性向上にも注力している5。 

欧州の抱える自己矛盾とインフラのジレンマ 
Mistral AIの「非アメリカ戦略」は、ブランドや政策理念としては極めて強力に機能しているが、テクノ
ロジーの物理的および構造的レイヤーを詳細に分析すると、深刻な自己矛盾と脆弱性が浮き彫りに

なる。 

クラウドインフラにおける米国依存の現実 
Mistral AIに対する最も根本的な批判は、基礎となる計算資源（Compute）とクラウドインフラストラク



チャにおける圧倒的な米国依存である。同社はMicrosoftと複数年にわたる戦略的パートナーシップ
を結んでおり、そのモデルはMicrosoft Azureクラウド上で提供・商用展開されている9。欧州のデジ

タル政策専門家は、「アプリケーション層やモデル層だけを欧州企業が担っても、クラウドインフラス

トラクチャの独占を打破しない限り、真のデジタル主権の議論はほぼ無意味である」と指摘している9

。 

また、ユーザーのデータプライバシーに関しても懸念が提起されている。Mistral AIが提供するチャッ
トサービスのデフォルト設定では、ユーザーのチャットデータが将来のモデルトレーニングに利用され

る仕様（オプトアウト方式）となっているケースがあり、データの収集・保持の仕組みがOpenAIや
Googleといった米国企業と実質的に変わらないとの厳しい見方もある10。「欧州製」というラベルが

自動的に優れたプライバシーを保証するわけではないという現実は、主権戦略のアキレス腱となり

得る。 

インフラ独立に向けた自律的な動き 
このインフラのジレンマに対し、Mistral AIおよび欧州のエコシステムも無策ではない。シリコンレベル
での脱米国依存の動きとして、オランダのスタートアップであるEuclydが、NVIDIAの支配に挑戦する
100%欧州設計の推論エンジン「CRAFTWERK」アーキテクチャを発表し、近い将来、欧州のAIモデル
プロバイダーが欧州製ハードウェア上で稼働する可能性が示唆されている10。さらに、Mistral AIの
CEO自身も米国のAI支配に対する欧州のリスクを強く警告しており、主権クラウドスタック（
sovereign cloud stack）を独自に構築するためにクラウドインフラストラクチャ企業のKoyebを買収す
るなど、インフラ層のコントロールを取り戻すための戦略的投資を開始している11。 

 



 
 

規制フレームワークの対比：ハードローの欧州とソフトローの

日本 
AI技術の急速な発展に対する国家の向き合い方において、欧州と日本は明確に異なる哲学とアプ
ローチを採用している。これは、それぞれの市場におけるイノベーションの速度と企業の戦略に決定

的な影響を与えている。 

欧州連合（EU AI法）によるリスク軽減と基本権の保護 
EUは2024年に成立した「EU AI法（EU AI Act）」を通じて、世界で最も包括的かつ厳格なAI規制枠組
みを構築した12。この法律は「ハードロー（法的拘束力のある法規）」のアプローチを採用し、リスク軽

減、法的確実性、基本的人権の保護、そして加盟国間の調和を技術革新よりも優先している12。 

EU AI法の特徴は、その強力な執行メカニズムと「域外適用（Extraterritorial reach）」にある。AIシス
テムがEU市場やEU内の個人に影響を与える場合、開発拠点がEU域外（例えば米国や日本）であっ
ても同法の適用を受ける12。違反時の制裁金は極めて重く、最大で3,500万ユーロ（約57億円）、ある
いは世界年間売上高の一定割合という莫大な罰金が科され、製品の回収や是正措置も命じられる

可能性がある12。このため、企業は製品の市場投入前に多大なコンプライアンス対応コストと時間を



費やす必要があり、これが結果的に米国や中国の新興スタートアップの参入に対するハードルとな

り、結果としてMistral AIのような欧州の規範に準拠した企業に有利に働く可能性があるとの指摘も
ある。 

日本（AI推進法）によるイノベーション・ファースト戦略 
一方、日本は2025年5月28日に、AIを促進しつつ軽度に規制するための初の国家法である「人工知
能関連技術の研究開発及び利用の促進に関する法律（AI推進法）」を成立させた15。この法律は、

EU AI法が特定のAIシステムやモデルに対する詳細な禁止事項と義務を定めるのに対し、基本方針
や枠組み（Basic AI Plan）を確立することに主眼を置いた「ソフトロー（原則ベースの法律）」である14。

日本のAI推進法はOECDのAIシステムの定義をそのまま採用するのではなく、科学技術・イノベー
ション基本法やデジタル社会形成基本法といった国内の既存の国家枠組みと連携した独自のアプ

ローチをとっている16。 

日本の枠組みの最も際立った特徴は、金銭的な罰則規定が存在しないことである12。日本はイノ

ベーションの促進と国際競争力の強化を明確に優先しており、政府は自らを「世界で最もAI開発・活
用に友好的な国（world's most AI-friendly country）」と位置づけている14。AIのリスクに対しては、
個人情報保護法（APPI）や分野ごとの既存法令、および事業者向けのガイドライン（AI Guidelines 
for Business）を通じた「業界の自主規制と自主的なコンプライアンス」によって対応する方針を採っ
ている12。違反があった場合は、行政指導や民事責任、および規制当局との関係性や社会的信頼が

重視される日本市場特有の「レピュテーションリスク（評判の低下）」によってガバナンスを効かせる

仕組みである12。 

 

比較項目 欧州連合（EU AI Act） 日本（AI推進法 / ガイドライ
ン） 

法的性質と強度 ハードロー（義務と禁止事項

の強制）14 
ソフトロー（原則ベース、ガイ

ダンス重視）14 

最優先目的 リスク軽減、基本権保護、法

的確実性12 
イノベーション促進、国際競

争力強化12 

罰則と執行措置 最大3,500万ユーロ等の巨
額の制裁金、製品回収12 

金銭的罰則なし（既存法令や

行政指導による対応）12 

域外への適用 明確な域外適用あり（EU内
の個人に影響する場合）12 

明示的な規定はないが、国

内市場の事業活動には適用
12 

参入の摩擦 事前コンプライアンスコストが

高く市場投入が遅い12 
初期摩擦が低く、内部ガバナ

ンスと機敏性を重視12 



日本の国家戦略：インフラの物理的強靭化と「GENIAC」プロ
グラム 
日本のAI戦略は、規制の緩和（ソフトロー）だけで構成されているわけではない。真の独立性と競争
力を確保するために、国家予算を大規模に投じてAIインフラストラクチャを物理的に構築する「産業
政策」が推進されている。デジタル赤字の解消と国内開発能力の底上げを目指す経済産業省（METI
）のアプローチは、かつての高度経済成長期を彷彿とさせる強力な国家介入の様相を呈している。 

計算資源と基盤モデル開発への直接投資 
その中核を担うのが、METIと新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）が主導する「GENIAC（
Generative AI Accelerator Challenge）」プログラムである17。生成AIの根幹をなすプラットフォームモ
デル（LLM等）の開発能力を引き上げるため、GENIACは国内の開発者に対して、モデル学習に不可
欠な「計算資源の提供」「高品質なデータセットの蓄積支援」、そして「グローバルテック企業やステー

クホルダー間の知識共有・マッチング」を提供している17。 

2024年10月から2025年半ばにかけて実施されたフェーズ2（競争的な生成AI基盤モデル開発）で
は、厳しい選考を経て24のプロジェクトが採択された18。採択企業には、ABEJA（Yosuke Okada）、
AIdeaLab（Junki Tomihira）、AI inside（Taku Toguchi）、Preferred Networks（Daisuke Okanohara
）、Turing（Yu Yamaguchi）、Sansan（Kanade Uchida）など、日本のAI研究開発を牽引する主要なプ
レイヤーが名を連ねている17。これらの企業に対し、AWS Japan、Google Cloud Japan、さくらイン
ターネット、NVIDIAといったインフラストラクチャプロバイダーを通じて膨大な計算資源が供給されて
いる18。 

「物理AI」と半導体への巨額の国家予算 
日本政府の戦略的眼差しは、ソフトウェア空間における言語モデルの開発にとどまらない。METIは、
日本が伝統的に強みを持つロボティクスや製造業のハードウェアに直接知能を統合する「物理AI（
Physical AI）」の推進、データインフラの強化、および国内基盤モデルの開発に対して、3,873億円
（約21.7億ユーロ）という巨額の予算を計上している19。 

さらに、安定した長期的な支援体制を構築するため、次世代半導体ベンチャーのRapidusに対して新
たに1,500億円を拠出（累計の政府投資額は2,500億円に到達）し、国内での2nmチップ製造能力の
確保に動いている19。加えて、Visual Bankを通じて日本の知的財産（IP）コンテンツの価値を活かした
AIイノベーション実証事業に約15億円の助成金を交付するなど21、ハードウェア、モデル、そして学習

データの全方位において、米国のハイパースケーラーへの依存度を下げるための「代替能力（

Fallback capacity）」の構築を進めている22。 

資本市場とスタートアップ・エコシステムの比較 
AI産業の成長を支える資本エコシステムにおいて、フランスと日本の間には明確な構造的差異が存
在する。民間資金のダイナミズムに支えられるフランスに対し、日本は政府主導の資金注入と大企

業連携に依存する傾向が強い。 



ベンチャーキャピタル（VC）投資とユニコーンの創出 
2025年第3四半期のグローバルなベンチャーキャピタル投資動向を見ると、フランスは27億ドルの
VC資金を集め、英国（62億ドル）に次ぐ欧州第2位の地位を確固たるものにしている23。第4四半期に
おいても約20億ドルを調達しており、Poolside（5億ドルの資金調達）などAI企業がその成長を力強く
牽引している24。この潤沢なリスクマネーの流入は、評価額10億ドルを超える未上場企業「ユニコー
ン」の数にも直結しており、2025年時点でフランスは30社のユニコーンを擁し、世界第6位のスタート
アップ大国となっている25。 

対照的に、日本における同四半期（2025年第3四半期）のVC投資額は13億ドル、第4四半期も13億
ドルと、フランスの半分の水準にとどまっている23。ユニコーン企業の数についても、調査によってば

らつきはあるものの、9社から16社程度とされており、フランスの規模には及ばない25。これは、日本

のエコシステムが純粋なシード・アーリーステージへのVC投資よりも、大企業（CVC）による出資や、
前述のGENIACのような政府による数千億円規模の助成金（非希薄化資金）に大きく依存していると
いう構造的な課題を示している。 

 

 
 

日本独自のAI進化論：Sakana AIが体現する「集合知」のアプ



ローチ 
フランスにおけるMistral AIが「非アメリカの代替手段」として正面からLLM競争に挑んでいるのに対
し、日本市場で極めて特異かつ重要な位置を占めているのが、東京を拠点とする「Sakana AI」であ
る。同社は、元Google AIの著名な研究者（David Ha、Llion Jonesら）によって設立され、自然界にヒ
ントを得たアプローチと日本社会への適応プロセスにおいて、Mistralとは全く異なる独自の進化論を
描いている29。 

進化的モデルマージと自律型研究AI 
Sakana AIは、膨大な計算資源を費やして単一の巨大で全知全能なAIモデルを学習させる（OpenAI
やMistralの路線）のではなく、魚の群れ（Sakana）のような「集合知（Collective Intelligence）」の概
念をAI開発に持ち込んだ29。 

彼らのコア技術である「進化的モデルマージ（Evolutionary Model Merging）」は、既存の複数の
オープンソース基盤モデルを自動的に「交配」させ、パラメータ空間やデータフローを最適化すること

で、より性能の高い新たなモデルを進化的に生成する手法である30。この手法により、特定のタスク

（例えば日本語の数学問題の解決や、視覚言語モデルの構築）において、ごく僅かな計算コストで高

効率かつ高性能を示した研究成果を発表している31。 

さらにSakana AIは、AIエージェントの継続的な適応を促すための手法を次々と生み出している。「
Doc-to-LoRA」は、LLMの長期的記憶の欠如という課題に対し、ドキュメントの情報をその場でLoRA
アダプター（パラメータの微調整）に変換することで、モデルを再トレーニングすることなく新しい事実

知識を内面化させる技術である32。また、「The AI Scientist」と呼ばれるプロジェクトでは、AIが自律
的に科学的仮説を立て、実験を行い、査読付き論文を執筆するという、研究開発プロセス全体の自

動化を推進している29。仮想環境で敵対的なプログラム進化をシミュレートする「デジタル・レッド

クィーン（DRQ）」アルゴリズムや、自らのコードを自律的に書き換えて性能を向上させる「Darwin 
Gödel Machine (DGM)」など、同社はプロダクト企業というよりも、AIの基礎原理を拡張する高度な
R&Dラボとして機能している29。 

エコシステムと日本政府・伝統産業との深い統合 
Sakana AIのアプローチは、日本の政府機関や保守的な巨大資本と深く結びつくことで、独自の社会
実装モデルを構築している。 防衛・安全保障分野においては、防衛装備庁（ATLA）と米国防イノベー
ション部門（DIU）が主催した日米共同コンペティションで日本企業として唯一受賞し、バイオ防衛や
偽情報対策の委託研究を開始した30。また、総務省（MIC）向けにSNS空間の偽情報（ディスインフォ
メーション）を可視化し、対策案を計画するシステムを構築するなど、国家のインテリジェンス能力の

強化に直接貢献している30。 

金融セクターへの浸透も急速である。三菱UFJ銀行（MUFG）との提携による銀行業務向けの「AIロー
ンエクスパート」の開発、大和証券グループとの高度な資産コンサルティングAIの構築、そして北國
フィナンシャルホールディングスとの地方金融におけるAI推進の戦略的提携など、レガシー産業の
深部にAIを統合している30。 

さらに、日本のコンテキストに最適化された小規模言語モデル「TinySwallow-1.5B」のリリースに加



え、浮世絵風画像生成モデル「Evo-Ukiyoe」や、歴史的データセットを学習し江戸時代の言葉で話す
チャットボット「Karamaru」の開発など、文化の保存とローカライゼーションにも取り組んでいる30。こ

れは、単に欧米のモデルを日本語に翻訳するのではなく、日本固有のデータと文化を保護しながら

価値を創出する、新しい形のデジタル主権の体現と言える。 

デジタル主権の再定義とハイブリッドな世界における国家戦略 
Mistral AIと日本の戦略をマクロな視点で比較すると、グローバルエコシステムにおける「デジタル主
権（Digital Sovereignty）」と「経済安全保障（Economic Security）」の達成には、単一の正解が存在
しないことが明確になる。多極化・ハイブリッド化するAI世界において、国家の戦略は主に3つのモデ
ルに分類される22。 

1. 規制と代替（対決型アプローチ）：フランスのモデル 
フランス（およびEU）は、自国企業（Mistral AI）を「米国の代替（Alternative）」と位置づけ、欧州の主
権を盾にして米国企業と市場で競争するモデルである。ハードローによる厳格な規制を「防壁」として

用い、政府調達を通じて自国産業を育成する。このアプローチは自前のプラットフォームを持つとい

う点では強力だが、基盤となる半導体やクラウドにおける米国への依存が解決されない限り、真の

独立は達成できないという構造的ジレンマを抱えている9。 

2. 国家資本主義的コントロール（投資型アプローチ）：UAE等のモデル 
アラブ首長国連邦（UAE）などの資本が豊富な国家は、データセンター、モデル開発、エネルギーイン
フラに対する国家主導の直接投資と所有権を通じて主権を追求している22。これによりインフラの基

盤を国内に確保しつつ、最先端の技術を持つ海外のプレイヤーと有利な条件でパートナーシップを

結ぶことで、技術のギャップを資金力で埋めるアプローチである。 

3. 協調的レジリエンスとフォールバック（共存型アプローチ）：日本・台湾のモデ
ル 
日本（および台湾）は、構造的な脆弱性（計算資源やプラットフォームの欠如）を認識した上で、グ

ローバルなエコシステム（米国企業）を活用しながら、並行して国内に致命的な依存を避けるための

「代替能力（Fallback capacity）」を構築する戦略を採用している22。台湾が中国のAIチャットボットの
影響力に対抗し、台湾の文化と事実に沿った独自のAI「TAIDE」を開発したように33、日本もまた独自

の文化データや産業データを守るための基盤構築を進めている。 

日本はMicrosoftに29億ドル規模の国内投資（データセンター強化等）を促して米国の先端技術を社
会実装に組み込む一方で34、国内ではAI推進法というソフトローでイノベーションの阻害要因を取り
除き15、GENIACを通じて自国の開発者を徹底的に支援している17。さらに「物理AI」や半導体（
Rapidus）といったハードウェア領域への巨額投資を通じて20、世界2位規模のインストール済みサー
バー群（約204万台）という物理的インフラの強靭性を確保している35。これは、米国企業と完全に対

決するのではなく、「特定の重要なレイヤーにおいては自律性を保ち、いざという時には自国のイン

フラで経済を回せる」というレジリエンス（回復力）に重きを置いた戦略である。 



結論 
フランスのAI企業Mistral AIが「非アメリカ戦略」によって評価額2.2兆円に到達した事実は、世界経済
が米国一極集中のAIインフラに対して「地政学的・コンプライアンス上のプレミアム」を支払う用意が
あることの証左である。企業や政府がアルゴリズムの透明性やデータの主権を求める中、この戦略

は欧州連合の厳格なハードロー規制と連動することで極めて強力なビジネスモデルとして成立して

いる。しかし、その根底にあるクラウドインフラストラクチャや半導体レイヤーにおける米国依存という

「自己矛盾」を解消しない限り、欧州のデジタル主権はアプリケーション層のブランド戦略の域を出な

いという厳しい現実も存在する。 

一方、日本はEUのような厳格な域外適用を伴うハードローを敷くことはせず、ソフトローによるイノ
ベーション促進と、GENIACプログラムに代表される巨額の財政出動を組み合わせた独自の「協調
的レジリエンス戦略」を推進している。フランスのMistral AIが「欧州の代替LLM」として米国に正面か
ら対抗しているのに対し、日本のエコシステムを代表するSakana AIは、進化的モデルマージや自律
型研究といった「集合知」のアプローチで計算資源の制約をハックし、日本のレガシー産業や防衛・

行政機関の深部へと静かに統合を進めている。 

多極化するAI覇権競争において、国家の選択肢は「完全な自前主義の構築」か「米国への無条件降
伏」かという二元論ではない。フランスが自らの政治的アイデンティティと規制の壁を用いて主権空

間を確保しようとする一方で、日本はグローバル企業と協調しつつ、特定のレイヤー（物理AI、半導
体製造、固有データの処理）において徹底した国内の代替能力を構築している。今後数年間、AI技
術のコモディティ化がさらに進む中で、真のデジタル主権を決定づけるのは、基盤モデルのパラメー

タ数やベンチマークのスコアではなく、その国が持つ産業構造の特性にいかに摩擦なく、かつ安全に

AIインフラを統合できるかという「エコシステム全体の強靭性」となるであろう。 
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